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1.は じめに

古代エジプトは,死後や来世の信仰が大きな比重

を占めた文明だった.死後のため遺体を保存するミ

イラ製作はこの信仰のあらわれであり,王や貴族の

墓が神殿とともに耐久性のある石材で造営され,代

表的な遺跡として今日まで残されているのも,神 々

の陛界と来世こそ永遠の存在 (であるべき)だ とい

う当時の価値観によるものであろう.当時の遺物と

して現存する美術工芸品や装身具にも,墓の装飾
だったものや,死者の来世のための副葬品だったも
のが少なくない.こ うした副葬品は,ナ イルの谷で

農耕・牧畜が開始された頃の墓にすでに見出されて

おり,来世の信仰が,エ ジプトの歴史の当初からす
でに存在していたことがうかがえる.

来世の信仰からは,そ こに住む (はずの)死者た

ちの概念が生じる.新王国時代中期 (紀元前1300年

頃)の墓に刻まれた文学作品『竪琴弾きの歌』にう
たわれているように,来世については「最初の始ま

りの時から,我 らの同族の者たちが,みんなそこに

憩うている」とされていた
1).亡
き肉親や先祖を含

むさまざまな死者は,現世と無縁の存在となったわ

けではなく,神 々と同じく,生者とのさまざまな関
わりを保っていたのである.

表 1 古代エジプ ト年表 (内田杉彦『古代エジプ ト入門』
岩波書店,2007の 年表より)

2.死者の姿

占代エジプト人が「死者」をどのような存在とみ

ていたのかを理解するためには,彼 らが「人間」を
どう捉えていたのかをみる必要がある。「人間」を,

「肉体」に「霊魂」が宿ったものとする考え方は多

くの宗教にみられるが,古代エジプト人の考える「人

間」は,も っと複雑な存在であり,生 きるために必

要ないくつかの要素からなっていると信じられてい

た.彼 らにとって「来世」とは「現世」の延長であ
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り,人間が死後に再生するためには,そ うした構成

要素が保存され,あ るいは来世に適したものへと変
えられることが不可欠とされていたのである。これ

ら「人間」の主な構成要素とされたのは,「肉体」(ケ

ト),「心臓」,「名前」,「影」,そ してカァ,バ ァと

呼ばれるものであった
2)3,4,.

カァは独自の人格を持たず,「生命力」に近い抽

象概念だったと考えられており,カ ァが人間の「肉

体」に宿った状態がすなわち,人間が「生きている」

状態とみなされていた。「肉体」に宿ったカァは人

間が摂取する飲食物によって補充されながら人間の

生活を支え,親から子へと代々受け継がれるとも考
えられていた.人間の「死」とは, このカァが「肉

体」を離れた状態であり,死者が来世に復活 。再生

を遂げるためには,離れたカァを再び「肉体」に戻

すことが必要とされたのである.

とはいえ,死後の「肉体」はもはや生前の人体と

は異なる「遺体」となっている.「遺体」は砂漠に

じかに埋めれば自然乾燥によってある程度の外形が

保たれることがあったとはいえ,ついには腐敗して

骨だけになり,あ るいは野獣の餌食となることが多
かった。これではカァが宿る「肉体」として理想的

とは言えない.そ こで古王国時代はじめ (前 2600年

頃)には,裕福な人々の「遺体」に防腐処置を施し
て,「 (来世のための)肉体」であるミイラとし保存

する試みが始められ, このミイラ作りの慣行は時と

ともに普及していった
1)5).古
代エジプト人にとっ

て「肉体」は, この世の生活のためばかりでなく来

世にも,カ ァの拠り所として欠かせないものだった。

そこにカァが再び宿ることによって,死者は,墓 に

供えられる飲食物 (少なくともそのエッセンス)を

摂取できるようになり,生前と同じくカァを補充で

きるとされたのである.

このカァと同じく人間の「肉体」に宿るとされた

バァは,紀元前1500年 頃に出現する葬祭文書,『死
者の書』の挿絵に,頭部が死者本人,身体は鳥とい

う姿で描かれる.こ うした特徴は,バ ァが死者本人
の人格 。個性と,鳥のように飛行する能力を持つと

されていたことを示す.バ ァは,人間が生きている
ときはカァとともに「肉体」に宿っており,生命力
であるカァに対して,おそらく「霊魂」に近い存在
だったとみられる

6)。

人間の死後は,カ ァとともに

新たな肉体であるミイラに宿るが, カァがミイラか

ら離れられないのに対して,バ ァは,昼間は自由に
ミイラから離れ,墓の外に出てどこへでも飛んでい

けると考えられていた。バァは神々の祭礼に加わっ

て,捧げられた供物の分け前にあずかり,かつて住
んでいた家を訪れることもできたとされている。こ

れは人間が死後に運動・移動の能力を失って闇に包

まれた墓の中に閉じ込められることへの恐れ,明 る
い陽光のもとで死後も暮らしたいという願いのあら

われだろう.

バァはさらに,死者が来世で生きるために大切な

役割も果たすと考えられていた。カァの宿ったミイ

ラは (防腐処置がなされていても)腐敗などで失わ

れる恐れがあり, しかも地下の墓室に納められるた

めに,地上で捧げられる供物からは離れている.そ

こで貴族など上層の人々の墓の場合,地上に設けら

れた供養のためのスペース (礼拝室とその正面の前

庭)には墓主の彫像や墓碑が設置され,礼拝室の壁

面にも墓主の姿が描かれた。これらの彫像や図像は,

ミイラと同じく「肉体」の代わりとされてカァが宿

り,供物を受けることができるとされていた7).こ

の供物 (のエッセンス)は ,本来の「肉体」である
ミイラまで届けられるのが望ましいが,墓の彫像や

図像のカァは, ミイラのカァと同じく動くことがで

きないため,バ ァがミイラから墓の地上部分まで墓

穴を通って飛んでいき,そ こから供物 (のエッセン

ス)を持って戻ってくると考えられていたのである
2).

バァが死者の再生のために果たした役割にはさら

に,古代エジプトの来世思想の柱となった太陽神信
仰に関わるものがある.神 として崇められた太陽は

舟 (太陽舟)に乗って,昼は天空,夜は地下の世界
をめぐる永遠の船旅を続けると信じられており,当

時の人々にとって,死後はこの船旅に何らかの形で

関わることが,太陽神のように永遠の時を生きるた
めの鍵だった.バ ァは,昼間に天空を航行する太陽舟
まで飛んでいき,こ の永遠の舟旅に(昼の間だけだが)

同行できるとされており,こ れもまた,死者が来世
で永生を得るための支えになったとみられる

3,4,8).

人間の「影」は,死者も持つとされ,『死者の書』
の挿絵にも,バ ァとともに墓から外出する「影」の

姿が描かれている.死者の「影」という概念は,陽

光に照らされた来世を願う古代エジプト人の心情の

あらわれとみることができる.太陽光線によって生
じる影を死後も持つことで,太陽神の死と再生のサ
イクルに関わることが期待されていたのかもしれな

ぃ2).

カァやバァ,「影」など生前に持っていた要素を

併せ持ち,新たな「肉体」であるミイラを与えられ
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た死者は,「 アク」と呼ばれる「霊」として来世に

生まれ変わるとされていた
2)3)4)8).新

王国時代 (前

1550～ 1070年 頃)の王墓には,慕の中で眠る死者た

ちが,夜 になって地下の冥界におりてきた太陽神の

光を浴び,ア クとしてよみがえる様子が描かれてい

る
3).彼
らは太陽神の光を浴びて生涯をすごし,こ

の神が地上へと去っていくと再び眠りにつくとされ

た。現世の夜が来世の昼となり,死者が過ごす一生

となって,永遠に繰り返されるという。この太陽神
の船旅による死と再生の概念は,古代エジプト人の

来世信仰を支える柱のひとつとなったと言える
3)4)8).

このサイクルを通じて再生する死者 (ア ク)の姿は,

基本的には生前のそれと同じであって,中流以上の

人々の場合は,彼 らの墓に安置される彫像や墓碑 ,

墓壁画や墓浮彫などに表されるように,白い亜麻布
の衣服を着て,質や装身具を身につけており,人生
における理想像である若者の姿をとるのが一般的

だった
2,7).

こうした墓主の彫像や図像には,彼 らの生前の (官

僚や貴族としての)官職や称号,名前を記した銘文

が添えられており,そ こに表されているのが誰なの

か, どういう地位や立場にあった人物なのかが明ら

かにされている。人間の構成要素のひとつである「名

前」には,王や神々の名を含むもの,祖父母や両親
の名を受け継いだものが数多く見られ,人間と社会・

祖先や家族との関わりがそこに示されている.

墓主の「名前」が生前の肩書きとともに,墓に残
されたことは,死者が依然として社会や家族の一員
とされていたことを暗示している。アクとなった死

者と遺族の関係は,遺体の埋葬後も,遺族による供

養によって保たれた
2,3)4).こ

うした遺族からの働き

かけは一方通行に終わるものではなく, アクは彼ら

の祈りに応え,願い事を聞き届けると信じられてい

た.供物をじかに受け取るカァが人格のない「力」
にすぎず,バ ァや「影」も,人間の言葉を話すとは

考えられていなかったのに対して,来世に住む死者

(ア ク)は ,現世に生きる人間と交流ができると信
じられていたのである

2)3)4).

以上のような死者との関係は,墓や墓碑を残し,
自らの信仰について文字記録を残すことのできた

人々,古代エジプト人のうちでもごく少数の中流以

上の人々について言えることであり,当時の人口の

大多数を占めた庶民が来世や死者をどう考えていた

かについては不明の点が多い.しかし,新王国中期

(前 1340年 頃)に都の置かれたアマルナで発掘され

た下層階級の墓地では,小 さな墓碑のほか,飲食物

を入れていたとみられる土器の破片が発見されてお

り, このような人々も来世を信じ,質素ながらも死

者の供養をしていたことがうかがえる
2)9).

とはいえ,死者のすべてがアクとして復活できる

わけではなかった.王に対する反逆などの大罪をお

かし,神々の敵とされた者たちは墓を壊され,文字

に記された名前も抹消されて忘れ去られ,あるいは

その悪名のみを後世にとどめることとなった
2).中

王国時代初期 (前2000年頃)には,来世を支配する

オシリス神の「審判」をあらゆる死者が受け,生前

に罪をおかさなかったことを神々の前で誓わなくて

はならないとされるようになる
3'4)8).死
者の傍らで

は,その記憶や理性の宿る「心臓」が,真理や正義
を象徴するダチョウの羽とともに秤にかけられ,死

者の誓いに嘘があれば朴は釣り合わず,「心臓」は

怪物に喰われてしまい,死者の存在は「無」となっ

てしまうとされた.ま た新王国時代の王墓内部に描

かれた冥界の場面には,罪人たちが斬首され,火あ
ぶりにされる「地獄」の光景が表現されており,彼

らの魂が単に消滅するのではなく,永遠に責めさい

なまれるとも考えられていたことがうかがえる
3)8).

これら罪人の魂にくわえ,不慮の死や非業の死を

遂げた者たち, しかるべき供養を受けられなかった

者たちは,人々に害をなす「悪霊」になりかねない

とされていた
2).こ のような死者には,殺害された

者や毒蛇に噛まれて死んだ者,滋死した者,鰐に喰
われたため「肉体」の保存が不可能となった者のほ

か,貧 しさのため埋葬してもらえずに遺体を放置さ

れ,水路やナイルに捨てられた者も含まれていたで

あろう。こうした悪霊は,流産や病気,悪夢など,
当時の人々の理解の及ばない災いを引き起こす元凶

とされて,病気をもたらす悪霊に対抗する護符や呪

文が作られ
2,10)11),「
吉凶暦」には,悪霊が墓地を徘

徊して出会う者を不治の病にするという凶日が記さ

れた
12).

新王国時代の王墓には,世界を取り巻いていると

された混沌の水の拡がり (ヌ ン)のなかに力なく漂

う死者の魂が,神の助けにより永遠の生命を獲得す
る場面が描かれている

3)8｀ .ェ ジプトを流れるナイ
ルや水路の水はこのヌンを水源とすると信じられて

いたから, ヌンに漂う死者の魂は,滋死者や,満足

な埋葬・供養がされなかった死者のそれを指すとみ

ることができるだろう.こ のように不通な死者の救

済の概念が生じた背景にはおそらく,罪を犯すこと
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なく正しく生きた人間は,死後の備えがなくても再
生の望みがあるとする信仰があったのだろうが

8),

そこにはまた不慮の死,非業の死を遂げた人々が「悪

霊」となることへの恐れ,そのような事態を可能な

限り防ぎたいとする願いもあったのかもしれない.

しかし,人間に害を及ぼしかねないとされたのは

そのような「悪霊」ばかりではなく,来世に問題な

く復活し,永遠の生命を享受しているはずの死者の

霊 (ア ク)も ,ト ラブルを起こす可能性があると信

じられていた.た とえば新王国時代の呪術文書には,

人間に悪夢を見せる「悪霊」やアクに対抗する呪文

が記され
2,11),当
時の文学作品『アニの教訓』には,

家畜や穀物の盗難,家庭内のもめ事のほか,人が無
気力に陥ることもアクの仕業であるから,ア クを満

足させ,ア クの嫌うことをしてはならないという教

えが含まれている
2)13).

アクは供養をする遺族を守る一方,生者に対して

悪意を抱き害を加えることもありうるとされ,それ

を防ぐためにも,ア クに敬意を払い,しかるべき供

養をすることが必要とされていたのである.古代エ

ジプト人が死者の霊 (ア ク)に抱いた感情には,遺
族や子孫としての親愛の情と,死者に対する恐れと
いう,相反する思いが同居していたと言える.

3.死者との交流 :葬儀

貴族など中流以上の人々の墓の壁画や浮彫,『死

者の書』の挿絵には,墓主の葬儀の場面がしばしば
描かれる

2)3,.葬
儀は,死者を来世に復活させるた

めに必要であるだけでなく,死者と家族,社会との

絆を回復するための大切な第一歩であり,それを滞
りなく行ったことを記録に残すことが,死者の再
生・復活のために意義のあることとされていたのだ

ろう。

この葬儀の場面には,遺体と副葬品を墓地へと運
ぶ葬列が描かれる.葬列はまずミイラエ房に向かい,

そこでミイラとされた遺体を墓まで運ぶ.葬列には,

故人の親族や友人,葬儀をとりおこなう神官,そ し
て,地面の砂を頭にかけて夫である墓主の死を嘆き
悲しむ未亡人のほか,彼女と同じように悲嘆の感情
を表現する一群の女たちが加わる。彼女たちは,現
在のエジプトの葬式でも見られる「泣き女」で,墓
主夫婦の親族か知人,あ るいは哀悼を職業とする

人々とみられる.こ の「泣き女」が葬列に加わるこ

とには,人間の死が遺族だけでなく社会にとっても
損失であることを示し,遺族の悲しみを共有・軽減

するという意味があったと言える
2).

葬列が墓に到着すると, ミイラを納めた棺は墓の

礼拝室の入口に立てかけられて,その足下には未亡

人がくずおれ,泣 きながら棺をたたいて悲しみを表
し,「朗唱神官」が呪文を唱え,死者のための一連
の儀式が行われる

狙 .葬儀全般を取 り仕切るのは

豹の毛皮をまとう「セム神官」だが, この役割は,

墓主の後継者となる人物,一般にはその長男が引き

受けるのが建前だった。死者の相続人となるために

はその葬儀を行って死者の再生に貢献することが条

件とされており。長男がその中心的役割を果たし兄

弟姉妹も協力することで,死者の地位や財産は一族
のもとにとどまり,代々引き継がれていくこととな
る
14).葬
儀は当の死者のためだけに行われたのでは

なく,家や子孫が続いていくためにも必要だったの

である.

墓前の儀礼を代表するものとしてしばしば葬儀の

場面に描かれる「開国の儀式」は,「肉体」の機能 ,

とりわけ来陛で飲食物を摂取し,呼吸をし,言葉を
発するための機能をミイラに与えるのを目的として

おり,神官たちが手斧などでミイラの口を象徴的に
「開く」儀礼をおこなった

2)3).や
はり死者の「肉体」

とされた彫像や墓碑などに対しても「開回の儀式」

はなされたとみられる
7,.

これに続く「供物奉献儀礼」では,い まや「使用

可能」となったミイラや彫像,墓碑の前で香が焚か
れ,生命力を秘めるとされた水が注がれて,供物が

捧げられるとともに,供養文,と くに「声による供

物」と呼ばれる呪文が唱えられた
2,31.こ
の呪文は,

食物や衣類などが死者のカァに与えられるよう祈願

するもので, この呪文を唱えれば,そ こに名が列挙
されている供物が死者のもとに届くと信じられてい

た.こ の供物奉献儀礼は,こ の後も,供養として繰
り返されていくこととなる.

これら墓前の儀礼のあと, ミイラを納めた棺は地

下の墓室へと降ろされ安置されて,墓坑が埋められ,

葬儀の参列者たちは墓の前庭で会食をおこなった

が,そ こには死者も同席するとされていた2).会食
が終わると,礼拝室の扉が閉められ,参列者たちは
家路につくのである.ただしこのような葬儀の状況
は,それを描く壁画や浮彫を残せる一部の人々にあ
てはまるものであり,その他の人々の葬儀は身分に

応じて簡素なものとなったであろう.
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4.死者との交流 :供養

墓は,遺体 (ミ イラ)の埋葬所だっただけではな

く,死者の霊 (ア ク)が生者と交流を持つ場所でも

ぁった
2)3).菓 の浮彫や壁画,墓碑には,墓主が遺

族から供物と香を捧げられ,花束を贈られる姿がし

ばしば描かれており,家族の絆を死後も保ちたいと

いう願いがうかがえる.

葬儀が終わった後も遺族による供養は続けられ,

「吉凶歴」で定められた日だけでなく,祭 日や死者
の命日には,遺族による墓参りがおこなわれ,供物

や水が墓主に捧げられた.こ の供養のうち,おそら

く祭日に行われたものは,親族ばかりでなく故人の

友人・知人も加わって,墓主の霊のために開く宴会

となった
2).墓
の壁画や浮彫に描かれたこの宴会の

場面では,墓主夫妻をまじえた列席者たちが,手 に

した花の方香や召使から渡される酒,楽師や踊り子

の演じる余興を楽しんでおり,なかには飲み過ぎて

嘔吐する者の姿さえみられる.宴席には,楽器を演

奏しながら歌う盲目の竪琴弾きがしばしば加わって

おり,彼が歌ったとみられる『竪琴弾きの歌』には,

この 1士 を去るその日まで家族とともに人生を楽し

み,心配事は忘れるようにと説 く一節が含まれる.

このような羽目をはずした宴会は,そ こに連なる

人々に,短い人生を最大限に活用することの大切さ
と,家族や友人,亡 き肉親や先祖との絆を思い起こ

させるためのものだったのかもしれなぃ
2).

死者の霊を招いたこのような宴会は,墓の前庭か

その周辺で開かれたとみられているが
2,,日
常の供

養の場である遺族の家で開かれる場合もあったであ

ろう.新王国の王墓造営職人の村,デル・エル=メ

デイーナでは,住居の「入回の間」と,家の主人の

居室である「中央の間」に,家 を守護する神々とな

らんで一族の死者の霊をまつる場所が設けられてい

た
2)15,.壁
面には,枠で囲まれた戸口をかたどった

ものが作られたが,こ れと同様のもの (「偽扉」)は

墓の礼拝室壁面にも墓碑 として設けられた
2)]5).こ

の偽扉には,扉の部分にあたるパネルの周囲に墓主

の名前や称号,供養文が刻まれ,パ ネル上には,供

物を前にした墓主の姿が表される.偽扉の正面には,

供物をのせる台や献水のための水盤が置かれた.偽

扉は死者専用の出入口であり,死者の霊が (おそら

くバァの力によって)墓室から偽扉を通って礼拝室
に入り,供物を受け取ると信じられていたのだろう.

デル・エル =メ ディーナの住居内部の「戸口」にも,

供物をのせる壇やスタンドを伴う例があり, これら

もまた,死者の霊が供養を受けるための「偽扉」だっ

たとみることができる
2)15).

デル・エル=メ ディーナの住居内部には収納用の

壁皇が数多く作られていたが,そのなかには,礼拝

の対象となった彫像や石碑を安置する「神棚」,「仏壇」

にあたるものもあった
2)15).こ
れら礼拝用の壁全には,

死者をまつるためのものもおさめられており,その

ような例としてはまず「太陽神ラーの優れたアク」

という称号を持つ死者の石碑が挙げられる
2)13)15,.こ

の石碑には,太陽神の活力を象徴する睡蓮の花を手

にして供物車の前に腰掛ける死者の姿が表されてお

り,その称号と相まってこの死者が太陽神のもつ再

生能力を授かった存在であることが示されている。

その称号のなかの「優れたアク」という表現は,

彼らが現世に影響を及ぼすほどの強い力を持つこと

を意味しており,それゆえに恐れられ,家 を守る存

在として崇められていたことをうかがわせる.事実,

「太陽神ラーの優れたアク」が礼拝され供物を捧げ

られる場面や,彼 らが神々と同席し,神々を礼拝す

る姿を示す石碑も残されており,彼 らがその「優れ

た」力によって,神々への祈願をとりつぐ「仲介者」

図1 墓の「偽扉」
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としても頼りにされていたことがわかる.こ の「太

陽神ラーの優れたアク」の碑は,新王国後期 (前
1290～ 1070年 頃)の ものとみられ,デル・エル=メ
デイーナばかりでなくエジプト各地で発見されてお

り,新王国後期の死者崇拝のひとつの形態とみるこ

とができる.

デル・エル =メ ディーナからはさらに,やはり壁

亀にまつられたとみられる人物胸像 (「祖霊胸像」)

が発見されている
2)15).こ
の胸像のほとんどは称号

や名前などの銘文をもたず,誰 を表したものかにつ

いては研究者の間で意見の一致をみていない.現在
のところ,過去の祖霊を何代もさかのぼって集合的

に表したものとする説が有力だが
2),む
しろ近親者

のカァが宿る「肉体」であって,新たな死者が出る

たびに「持ち主」が交代したから,個人名が記され

なかったという解釈も可能だろう.こ の胸像も,デ
ル・エル=メ ディーナのほかエジプト各地で発見さ

れているだけでなく,なかにはおそらく護符として携

帯されたとみられる小さな作例もあって,民間信仰の

対象としてかなり普及していたことがうかがえる
2).

死者のための供養はいつまで続けられたのだろう

か ?中流以上の人々のなかには,何陛代もさかのぼ
る先祖の名を自分の墓に記した例も見られるが,こ

れは先祖の供養であるとともに,自分の社会的地位

の基礎となる家柄を示す行為でもあって,比較的稀
なことだった

2).身
内の死者に対する記憶は死後お

よそ二世代もたてば薄れていき,新たな死者が埋葬
されてその供養が開始されると, より古い世代の死

者の供養は徐々に行われなくなっていっただろう
2).

遺族の負担を軽減するため,葬祭神官にあらかじめ

領地を分け与え,その収穫物による供養の代行を依
頼することもたびたび行われたが,こ れも供養の継

続期間をいくらか延長したにすぎないと思われる
2)3,.

国家祭祀のための神殿に自らの彫像を奉納し,神々
への供物の分与に預かる「永代供養」を確保した者

や,神々への仲介者などとして,死後も人々の信仰
をあつめた人物もいたとはいえ,それらはあくまで

例外的なケースであった
2).故
人について書き残す

こともなく,充分な財力もなかった庶民の場合には,

死者の供養はもっと早く行われなくなったに違いな

い.古い世代の死者は新たに世を去った者に場所を

譲って,遠い過去の存在となった先祖の仲間入 りを

するとされていたのであろう.中王国時代 (前 2020
～1800年頃)の葬祭文書『コフィン・テキス ト』に

は,新来の死者が亡き父親に対してその地位を譲る

ことを求め,その代わりに自分が父親を守るとする

呪文があり,死後に起きるであろう「世代交代」を,

当時の人々が意識していたことを示している
2'16).

5.死者との交流 :「死者への書簡」

亡き配偶者や肉親にあてて遺族がしたためた「書

簡」は,古代エジプト人と死者との関わりを物語る

直接的な資料である
2用 17).古

王国末期から千数百

年間にわたって書かれ続けたこの「書簡」は,自分

たちでは手に負えない問題に直面した遺族が死者の

助けを得るため墓に「投函」したもので,多 くは通

常の書簡のようなパピルスか (おそらく必ず読んで

もらえるようにという願いを込めて)供物容器に記

された.何通かの「書簡」には,相手に自分との親
しい間柄を思い起こさせるくだりや,相手の冥福を

祈り安否を尋ねる言葉のあとに,なぜ自分の訴えに

応えてくれないのかという不満の言葉が続く.「死

者への書簡」は,死者に何度も祈ったものの,効 き

目がないのに業を煮やした遺族が訴えの内容を文書

にしたものだったのだろう.

「書簡」に書かれた頼み事は,多 くの場合,家族

に子供が生まれるよう助けてほしいというものと,

家族を苦しめるトラブルの原因とされた「悪霊」や

他のアクを,来世の法廷に告訴してほしいというも
のである

2)13)17).ト
ラブルの内容は,家族や使用人

の病気や悪夢から,一族の存続に関わる財産の横領
にいたるまでさまざまである.子宝が授かるように
という願いの背景にあったのは,来世に再生を遂げ
た死者は,生命力 (カ ァ)を子孫に分け与える力を

持つという信仰とみられる.

「書簡」にはさらに,自分は相手に (その生前から)

敬意を払い供養も怠っていないのだから,自分を助

けないのは不当だとする抗議ばかりか,も し遺族ヘ

の助けがなければ家が成り立たなくなり,供養もでき

なくなるという脅しに近い言葉さえ記されている
17).

「書簡」に記された遺族の願いはかなえられたの

だろうか ?も しそうなら「書簡」はもはや不要となっ

て廃棄され,感謝の思いを込めた供物が代わりに墓
に置かれていたであろう

2).事
実,も し願いをかな

えてくれたらさっそく特別の供物を整えようという

約束が書かれた「書簡」もみられる
2)18).遺
物とし

て残された「書簡」は,死者への遂にかなわなかっ

た願いの名残であり,遺族は,返事の来ない「書簡」

をそのまま墓に残し,同 じ願い事を今度は, もう少
し頼りになりそうな神々に託したのであろう.
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生前に親しい問柄だった死者に手紙を書くという

行為は,死別にともなう喪失感や罪悪感,怒 りを軽

減するのにも役立った可能性がある
2).「
死者への

書簡」に記された,死者に対するいらだちや非難は,

頼るべき相手がもはやそばにはいないという悲し

み, 自分があとに残された寂しさのあらわれでもあ

ると言えるだろう.それを良く示すのは,デル・エ

ル=メ ディーナ職人村の書記だったブテフアメンの

記した「死者への書簡」である
19'.石
灰岩の破片に

記されたこの「書簡」は,亡妻の遺体を納める棺に

あてて書かれたものであり,棺の中の妻への伝言を

託す形になっている.それは,美 しく気だての良かっ

た妻が今や自分のもとを去り,問いかけても応えな
いので寂しいという嘆きで始まり,自分が災難に見

舞われたときも,彼女からの助けはなかったことが

語られる。そして, 自分のもとに来られるよう神の

許しを得てほしいという願いと,亡 き妻のいるとこ

ろでは「自分の言葉が聞こえる者が誰かいるのだろ

うか」という問いかけが記されている.こ こには,

亡妻からの助けを求める願いよりもむしろ,愛する

伴侶を失った悲しさ,語 りあう者のない孤独感が示
されており,訴えの届かない来世に対する不信の念

さえうかがえるのである.

6.お わりに

死後に永遠の生命を得ることを夢見ていた古代エ

ジプト人の墓がいまや廃墟となり,永久に眠りにつ

くはずのミイラが多 くの副葬品とともに姿を消し,

あるいは博物館の展示ケースに収まっていること

は,諸行無常を感じさせる.

しかし墓や副葬品がいつまでも本来の持ち主のも

とにとどまるものだとは当時の人々も信じてはいな

かった。他人の墓から石材を切 り出してはならない

と説く教訓は中王国時代はじめ (前2000年頃)にみ

られ,「優れたアク」である自分の墓を壊す者は来

世の法廷で裁かれ,恐 ろしい罰を受けるだろうとす
る警告は古王国時代後期 (前 2300年頃)の貴族の墓

にしばしば刻まれている
2)20).こ
れらは,古い墓を

再利用する風潮が早くからあったことを物語るもの

にほかならない.事実,新王国時代以後の墓には,
以前の墓を再利用・拡張したものが数多く確認され

ており,墓が遺産として受け継がれた結果,何代も

の子孫の数十体におよぶミイラを納める集団埋葬墓

となったり,子孫が絶えて忘れられた墓が正式な手

続きのもとで他人に譲られることもあった
2)13).

墓荒らしも,当の古代エジプト人によってすでに

行われていた。王権が衰えをみせた新王国後期 (前

1120年 頃)には,王墓や上流の人々の墓をねらった

墓泥棒が頻発し,農夫や船頭,職人から神官までさ

まざまな階層に属する犯人が捕えられている
2).身

分と貧富の差が厳然と存在していた当時の社会で

は, とくに中流以下の人々の間で,死者に対する畏

怖や,墓荒らしに課せられた重い刑罰を恐れる感情
よりも,墓にみすみす「埋め殺し」にされている財

宝で,生活を少しでも楽にしたいという願望がまさ

ることがあったのだろう.来世のために墓や副葬品

といった「物」が必要という信仰が,皮肉にも,盗

難や再利用の原因となったのである
2).

このような事態に直面していた古代エジプト人

は,ど うして墓の造営や副葬品の製作,ミ イラ作り

をやめなかったのだろうか ?来世に必要な「物」が

準備されて,しかるべき埋葬,人々の記憶にとどま

る限りの供養が行われれば,死後のために用意され

た「物」がどうなろうと,それは来世に復活を果た

した死者の運命を左右することはないとされていた

のかもしれなぃ
8).死
者は,子孫が代を重ねるごと

にその記憶から消えていくが,決 して「無」の存在

となるわけではなく,数知れぬ祖霊のひとりとして

不減の存在となったのである.

*本稿は,2014年度明倫短期大学公開講座 (第 3回 .

2014年 11月 29日 )の講演内容に,加筆・修正を

施したものである.
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